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は じ め に

本市は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」(平成 13年法律第 154号 )

に基づき、平成 16年 3)]に 「岩国市子どもの読書活動推進計画」 (第一次)を策

定し、平成 22年 3月 に第二次、平成 27年 3月 に第二次、今和 2年 3月 に第四次

と5年ごとに策定し、子どもの読書環境整備のため、様々な取組を実施してきま

した。

この度、第四次計画の見直しを行うとともに、新たな取組について定めた「岩

国市子どもの読書活動推進計画 (第二次)」 を策定しました。

本市では、教育に関するぶ本的な計画及び教育等に関する総合的な施策の大綱

として位置付ける「岩国市教育基本計画 (2023年～2027年 )」 の基本日標として、

「志高く 豊かな心と 生き抜く力を育む」を掲げています。
読書は、その達成目標を支える重要な役割をよたすとともに、子どもたちの想

像力を育み、物事を深く捉えるための言葉と豊かな心を育て、生き抜いていくた

めの糧となります。また、自立した個人として必要な情報を収集し、判柳iする力

を培う基礎となるものです。

近年の様々な情報メディアの発達・普及に伴い、子どもの生活棗境は大きく変

化し、地域社会や家族のあり方も変わつてきております。このような社会におい

ては、白らの責任で主体的に判断し生きていくことが求められていますj

市としましては、家庭 。地域・学校 ?区書館が連携 ◆協力し、市内のすべての

子どもたちが本を身近に感じることができるよう、今後とも読善環境の整備に努

めてまいりますので、引き続き、皆様方の力強い御支援・御協力をよろしくお願

いいたします。

結びに、本計画の策定にあたりまして御協力をいただきました「岩国市子ども

の読書活動推進計画策定のための意見を聴く会」の委員の皆様をはじめ、貴重な

御意見をお寄せいただきました市民の皆様及び関係1幾関の皆様に厚く御礼中し上

げます。

令和 7年 3月

岩国市長 福 田 良 彦
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第 1章  計画策定の主旨

「すべての子 どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自i的 に読書活動
を行 うことができるよう、積極的にそのための染境の整備が推進 されなければな

らない」を基本理念に「子どもの読審活動の推進に関する法律J(平成 13年法律

第 154号 )が 平成 13年 12月 に施行されました。この法律に基づき国は、平成
14年 に「子どもの読普活野ミ)Jの 推進に関する基本的な計画」 (「第一次暴本計画」)

を策定 しました。

平成 16年 3月 、本市では、同法第 9条第 2項に基づき、「岩国市子どもの読書
活動推進計画Jを 策定し、平成 16年度からおお秒ね 5年間様々な施策を実施 し
ました。同年 10月 には 「山口県子ども読書活動推進計画」が策定されました。

平成 20年 3月 、国は、第一次基本計画における成果や課題を踏まえ「子ども

の読書活動の推進に関する基本的な計画」 (第 二次基本計画)を 策定しました。
平成 21年 3月 、県は、「1色 厠県子ども読善活動推進計画 (第 2次計画)」 を策

定し、平成 22年 3月 、本市も「岩国市子どもの誠審活動雑進計画 (第 二次)Jを

策定しました。

さらに、国は平成 25年 5月 第二次基本計画を、県は平成 26年 3月 第 3次計画

を、本市は平成 27年 3月 「舛回市子どもの読書活動推進計画 (第 二次)」 を、ま

た第四次の計画を、国は平成 30年 4月 、県は平成 31年 3月 、市は令和 2年 3月

にそれぞれ策定 しました。

同様に、国は令和 5年 3月 、県は令和 6年 3月 に、第五次の計画をそれぞれ策

定しました。

この度、本市においては「岩国市総合計画」を上位計画に、「岩国市教育基本

計画J等 に基づいて、令和 7年度から令和 11年度の 5年間に実施する「岩国市
子どもの読書活動推進計画 (第二次)Jを策定する速びとなりました。
本市では、これまで学校図書館の充実や、学校・幼稚園・保育所等への団体貸

出の充実(ポ ランティアによるおはなし会の開催、関係各課が連携 して行つてい

るブックスター ト事業等、様々な取組を行っていますが、年齢が上がるにつれて

読書離れになる傾向が顕著であり、またデジタル社会や多様な子どもたちへの対

応も必要となつております。

そこで、第四次計画期間における成果や課題、諸情勢の変化等を検証 し、アン

ケー ト実施により子どもたちの意見を聴取 した上で、国や県の読書活動推進計画

を基本に新たな計画を策定 し、本市のすべての子どもたちが、日常的に読書に親

しみ、読書を通 じて学び、読書を楽しみながら成長するように、行政 。家庭・地

域・学校・図書館及び関係団体が連携 D協力 し、読書活動の機会提供と環境整備

に取 り組む計画としたいと考えます。

― 二 ―



第 2章  計画の基本的な方針

本計画の実施期間は、令和 7年度か ら令和 11年度までの 5年 間とします。この計

画の対象となる年齢は、おおむね 18歳 以下です。

1 家庭、地域、学校、図書館、行政を通 じた社会全体での取組の推進

次の 4点 を考慮 し、家庭、地域、学校、図書館 、行政がそれぞれ担 うべ き役割

を果た し相互に連携・ 協力す るように努めます。

(1)i林読黙め秩械た詢
'た
統善V舌動 :め推進■

乳Υ′力児期から発達段砕白七に応じて主体的に読書に興味 。関心をもてる取組を推進

:(2)■多様な子ど|も
1た
:なiゆ読暮機会め確イ呆|■ ■

障害のある子 ども、 日本語を母国語 としない子 ども等、多様な子 どもの可能性

を引き出す読書機会の提供

・(3)●デ:ジタフレネ主会 に対林 |し |た読書環境 の整備

図書館への継続 的なアクセスを可能 にす る電子図善館サー ビスやインターネ ッ

ト端末利用の健連

14)i:1子ど もヽめネ見点 :1こ垂ち推統 暮活:動の推進 ■●

主体的な読書活動 を行 えるよ う子 どもの意見を聴取 し、取組に反映

2 子どもの読書活動を支える環境の整備・充実

(1)図 書館サー ビス紹や 自動車図書館サー ビスの整備 。充実に努めます。
(2)子 どもの読馨活動 を支える人材 の育成や資質の向上 を図る研修♂)充 実を図 り
ます。

3 子どもの読書活動に関する普及啓発活動の推進

子 どもに とって身近な大人を含め社会全体が読書活動 に理解 と関心を持つ よう、

その意義や重要性について広ぐ普及・ 啓発を図るよう努めます。

… 2…



第 13“  幹 Wヨ 次命r tti畑 問任おける取刑l・  成果

第 3章 第四次計画期間における取組・成果

l 家庭・地域における取組・成果
【生涯学習諜 ここども家庭課・保育幼稚園課 ,中央図書館】

樹)家庭での読審活動の実践
・ 「子育て学習会

1`」 で、童話作家 を講 H頂 にお諦や本に親 しむ ことの大切 さについ

て講演を実施 しま した。

・ ブックスター ト事業ユ2を 実施 しました。ボランテ ィアによる読み聞かせ は、新型 コ
ロナ タイルス感染拡大防止のため中止 し、絵本 な どの配布のみを行 いま した。

(2)読書活動に関する情報提供 と理解の促進

・ 保 育所 等 にある絵本 の貸出 しや騰Rだ よりによる年齢別の人気絵本 の紹介 を行い
ま した。

・ 母子保健推進員の乳児訪問の際、絵本を含むふれあい遊び啓発冊子 と絵本 を配布
しま した。

し 親子のための地域情報誌「いわくにつこ」を年 3回 発行 し、各種の子 ど革)向 けの

行事をお知 らせする中で、図書館 の行事や家庭 における読書活動の推進 について

啓発を行いま した。また、子育て支援センターか らも読書活動に凹す る様 々な情

報 を発信 しま した。

・ 「こどもとしょかんだより」等の広報紙や「夏体みに読んでみま しくkう 」等のブ

ック ジス トを作成・提供 しま した。

指標  「いわくにっこJにおける関連記事の取扱数
年  度 R2年度 R3年 度 R4年度 R5年度
日 標 8 8 8 8

実  績 5 6 6 6

(生涯学習課 )

指標  子育て支援センターにおける毎月のおたよりの発行回数
年  度 駅2年度 R3年度 R4年度 R5年 度
目 標 12 12 12 12

突  績 12 12 12 12

(こ ども家庭課・保育幼稚園課 )

ケl十 脊て学習会 :“ に小学校就学前の保護考 を対象に行 う講演会。
Ⅲ2プ ックスター ト4手 業 :プ ックスター トと‖、子 どもと保護常に絵本をひらく楽 しい体験 と…締に絵本 を手波 し、
心畑〔れ合 うひ とときを持つきつかけをつ くる活動っ

3…



第 $章  第世u次 討耐期船1に およ)る 取組・成栄

13)読み聞かせ等の読審活動の充,実

。 刺や給食後、降園前等の時間を利用 して絵本の読み聞かせ を実施 しま した。

・ 乳幼児学級や子育てのつ どい等のイベ ン トの場を利用 し、母子保健推進員などが、
乳幼児、l果護者を対象に絵本の読み聞かせを実施 しま した。

校 区によつては、学校での読善活動に関係す るボランテ ィアや、地域協 ネ ッ ト

*3の
地域学校協働悟動推進員が小学校で読み聞かせを実施 しま した。

市内には、ボランテ ィアの運営による 2つ の地域文庫 1`と 2つ の私設文庫 (家庭

文庫 )*5が ぁ り、本の貸 出 しやおはな し会・G等 が行われています。

指探 子育て支援センターにおける絵本の読み聞かせ、おはな し会等の活動
R2i年度

Ⅲ 'R3年度 R4年度 iR6年度

回標回数 350 350 360 360

実施回数 114 94 432 199

目標人数 16.500 16,500 16,600 16,600

参加人数 5,376 2,829 10, 116 7,948

(こ ども家庭課 '保 育幼稚園課 )

141子 育てサークル等の取組の促進

・ 各地域の子育て支援センターに来館 した親子に読み聞かせを実施 したり、絵本の
コーナーで絵本の紹介をしたり lノ ました。

・ こども館・保健センターヘ市図書館発行のブックリス ト「子育て本」を提供 しま
した。

オ3地
域協育ネッ ト:子 どもたちの脊ちや学びを地域 ぐるみで几守 り、支援す るための中学校区を…まとより

とした仕和1み です。

・1地 域文鷹 :りと試図群を備え付 けて近隣の子どもたちに貸 し出す活動及び組織。
■5私
設文n'(家 庭文鷹 ):… 般的には、ll卜l人 が子どもたちのために家庭の一部を開放 して般艦 した就審施設。

中ヽ
ぉはな し会 :十 どもたちに本の楽 しさを伝えるために、総本の就み側かせや組ど居、パネル シアター御を

行います。

・ヽ‐4-



第 3Ⅵ  第四次計報〒期間にお
'す

るJ共和1'政 栄

2 幼稚図・保育所等における取組 ←成果  【保育幼稚岡課・学校教育課】

(1)幼 稚園 お保育所等でのおはな し会活動の充実
。 日々の活動の中でおはな し会の時 FH司 を確保 し、季節や行事に合わせた絵本 を読む
ほか、保育とが佃別に読みあい・

1を
行いま した。

い 年畏児には朝1の 読書の時間を設 け、 自分の読みたい絵本 を選んで読んで く)ら いま

した。

・ 保育士のおはな し会以外に、ポランティアや保護者によるおはな し会 も実施 しま

した。

12)幼 稚園教諭 T保育士の研修への積極的な参加
t研 修会への参加や、囲内研修を実施 しました。
・ 技術の向上を図るため、保育士へ絵本の貸出しを行いま した。

指 標  Υ必力稚 園 に お け る研 修 回 数 (幼 稚聞 1鶉 係〕F修 ・ 国内研修等延 べ人数 )

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

日標 回数 22 22 23 23

実施回数 21 25 13 14

目標 人数 140 140 150 150

参加人数 107 217 100 101

(保 育幼雑園課 C学校教育課 )

指 標  保 育 所 等 に お け る研 修 回 数 (保 :衡 士会・ 白差研修・囲内研修等延べ人数 )

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

翔標回数 40 41 41 42

実施回数 24 12 9 17

目標人数 200 210 210 220

参力H人数 217 52 88 102

(保育
Υュカ稚園課 )

Ⅲl就
みあい :一 方的であるとい う概念が生 じやすい「繊み剛かせどに対 し、所 じ手と聞き手の変流や本を通

じて同 じ染伸1の 共布等 を燎識 した営業。                  ,

… 5-



第 3筆  第捌次計画
'ul隅

1に おける取組・成果

(31保護者に向けた啓発活動の充実

・ 絵本の貸出 しを実施 した り、本読み ノー トを作成 した りす るな ど、家庭での読書
活動 を推進 しま した。

・ 保護者に向けて
')園
だ よりを活用 し、絵本を紹介す るなど、絵本 に対す る意識 を

高めるよ う努 めました。

。 発表会の出 し物の題材 に絵本を取 り入れ るな ど、親子で関心が持てるよ う五夫 し
ま した。

指標 園だより等による情報提供 発行回数 (園 だより・クラスだより,OO通 信等)
年  度 R2年度 R3年度 Rな 年度 R5年度

目標数 (幼稚 lttl) 85 90 95 100

実施数 (幼 稚園 ) 120 114 98 84

日標数 (保育所等 ) 110 115 120 125

実施数 (保育所等 ) 147 102 70 103

(保育幼稚園課 。学十史
‐
教育課 )

指標 保護者向け啓発活動 実施回数 (OO赦 の会・OO支援教紫等)

(保育幼稚園課 a学校教育課 )

熙 令れ16年度  助雑脚 21隠 うち認定こども脚 151瀾  保育所 32所

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 , R5年度

日標数 (幼稚園 ) 45 50 55 60

実施数 (幼 雑園 ) 48 56 122 42

目標数 (保育所等 ) 85 90 95 100

実施数 (保育所等 ) 55 91 29 64

-6～



第 3薄  第″H次 計縛i ttI問 における取和1・ J成 果

3 学校における取組・成果  【学校教育課・中央図書館】

側)読書指導の充実
E回 静の教科書で扱われている題材 に関連する図書を、学校図書館から探 し、授業内
で紹介 した り、教室に展示 した りしま した。

・ 学校司書*1に よるおはな し会、ブ ック トークⅢ2、 集団読馨な どを、教材に関連 した
本 を中心に実施 しま した。

。 図書イベ ン トを行 つた り、読書の時間を設けて金校読善を した りしま した。

指標 学校 図書館 を活用 した授業改善実地公立小 与中学校数

(学校教育課 )

121学 校圏書館蔵藝の充実
。 学校図書館盤書標準

*3小
中学校の達成率は、令和 5年度は 97,7%で 、令和 2年度の

84.7%か ら大きく改善してきています。

・ 学校図書館以外にも、教室や廊下等に本や新聞を置いている学校がありました。

指標 学校 図書館図審標準を満 た した公立小 。中学校教
年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

日 標 41 42 48 44

実 績 39 40 42 43

(学校教育課 )

指標  学校 図書館に新聞を整備 した公立小・ 中学校数

(学校教育課 )

単1学
校司群 :司 掛教諭 と蓮秘・協力 して、本の潔択 `収 集・提供や十 どもの前器肝動に対する脂導縛 ノご行い、

IF・ どもの統薔活動の活性化支援を行 う、市が配繊す る非常勤職員です。
42プ
ック ト_ク :■・つのテーマにそって、数‖卜の本を選んで ,腱序よく組み立てて紹介 ′ヽ■す。
B`学
校悩暮館隊1答 標準 :各 学校の学級数に よつて定められた学校 I躙 器館に解研,す べき脱碁の標 準‖卜数です。

-7-

年  度 R2年度 R3年度 R4年 度 R5年度

回 標 30 35 40 42

実 績 40 40 42 42

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

日 標 30 32 35 38

実  績 21 20 22 17



第 3輩  第匹l次 制・画期 I湖 にお t'ナ る取組・成果

(31魅力ある学校図書館の運営
・ 学校司書♂)配健について、小中学校 30校に 15名 配置 しました。

・ 読警感想文 `感想画の課題図審や、新着図書のコーナーをつくり、児童から見や
すい場所に設置 しました。

・ 時期によるおすすめの本 t教員のおすすめ本、寄贈本コーナーを設置 しました。
・ 学校司書や図害委員会の推薦図書や、季節、行事に関する図書の展示をしました。

指標  推薦図善や話題書 コーナー等を設置 している公立小・ 中学校数
年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
目 標 46 46 45 45

実  績 45 43 44 43

(学校ノ教育課 )

(4)市団書館、地域 との連携

・ 地域の読み聞かせ ボランテ イア、ボランテ ィア瓢体等による読み聞かせ を実施 し
ま したと

' お うちの方 と家庭で本 を読む機会 を設けるために 「家読 (う ち どく)H」 の取組
を行いま した。

・ 子 どもがおすすめの本紹介カー ドを作成 し、保護者 と一緒に読んで感想 を記入す
る取組 を実施 しま した。

C ノーメディアデーの取組 の一環 として、家庭読書を推進 しま した。
。 参観 口に保護者に学校図警館 を開放 しま した。
・ 市内小学校 。中学校・高校へ「岩 国市図書館サ=ビネ

ハン ドブ ック・
5Jを
作成・配

布 し、図書館サー ビスの利用案内を行いました。

学校へ 自由読書や調べ学習資料等の団体貸出、施設見学、体験学習の受け入れを

実施 しました。

情報交換のため、学校司書研修会へ市図書館職員が出席 しました。

指標  学校・ 地域が子 どもたちの 目指す姿を共有 している公立小 日中学校数
年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
目 標 41 42 43 44

,実 績 36 36 38 34

(学校教育課 )

41家
説 (う ちどく):「 家庭読耕 Jの Y汁諦で、「家族ふれあい誂審Jを 慧妹 します。統器を通 して、家族の

煎ミュ,iケ ーシ謝ンを図ろうという献みです。
準お
岩佃市図書館サービスハン ドプック :幼 撤閉・保育所、小学校 。中学校・ i葛 校とのよりよい連携を掛11争 し

て、市陳1審館のF』 体貸出や IJ用 べ半二聟へ (′)支援節のサービスをまとめた冊子。平成 16年 からμ開始。
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第 3革  第 l'しl次 計側朗問にお ける取組・成果

4 市図書館における敢組・成果  【中央図書館】

(1)職 員体制の充実
。 中央図群館では、専任の児遺サー ビス狙当考 (職員 2名 、会計年度任州職員 4名 )を
配紐しま した。また、新入職良企員に児重サービスに関する研修を行つています。

(21資 料の充実 (※ 資料 とは、図書、紙芝居、コミック、雑誌、洋書を含む )
・ 調べ学習資料を含む児童書の充実、大型絵本の充実、新規購入や、幼稚園、保育

所 向けの長期貸出資料 の充実に努 めま した。

a岩 国市電子図書鋪の児竜書 (電子馨籍)の 充実に努めま した。
・ 児琶善購入冊数 は、電子串籍の購入に充てた部分があるため、令和 4年度以降は
目標値 に届きませんで した。

指裸  児童書購入冊数
年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

日 標 8,500 8,500 9,000 9,000

実  績 9,471 8,718 6,770 6,362

(中 央図書館 )

(31児童審貸出冊数の増加

新型 コロナ ウイルス感染座 による休館の影響や 、子 どもの数の減少のため、 日標

を達成できませ んで した。

指標 児童書貸出冊数
年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

日 標 429,000 429,000 430,000 430,000

実  績 364,422 402,016 404,130 387,109

(中 央図書館 )

… 9…



縛 ゛鷲 綿 llttl次 言十市Iげ 期‖Iに おける11組 ・成 果

(4`l創 体貸出制度の充実

幼稚園・ 保育所等への長期貸出の実施や、小学校 。中学校・高校 ,中 央教育支援

教室
事!へ の調べ学習用資料・ 自由読善用図善等の貸出 しを実施 しま した。

団体貸出件数及び冊数にういて、令和 5年度を除 きおおむね 目標に達 しま した。

今和 2年度は、体校中の小学校への支援のため、放課後児童教室へ長期貸 出を実施

しま した。 (11教 室、 1,180冊 )

指標  団体貸 出件数及び冊数
(学校 '幼稚園・保脊所等・放腺後児誼教室・読み瑚かせ団体 e児歯柄祉団体 )

年  度 R2弯判蕗 R3年度 IR 41年度 報6年度

日標団体数 320 320 320 330

実 績 数 309 340 319 302

日標冊数 72,500 72,500 72,500 73,000

実績冊数 73,825 75,704 79,695 69,356

(中 央図書館 )

151子 どもと本を結ぶための活動

・ 中央図書館や各分館で定期的におはな し会 を開催 しま した。

・ 館 内に展示コーナーを設け、季節や話題の本 を展示 し、子 どもたちに本 と出会 う
機会を提供す るよう努 め、農ホ件数は毎年度 日標達成 しました。

・ おはな し会等の活動 について、コロナ禍で中止や人数制限を余儀な くされたため、
目標回数 。人数に届 きませ んで した。

―

指標  子 どもと本 を結ぶための新動回数、参加人数

年  度 R2年度 R3年度 R4年:度 生 i15年度

目標回数 260 260 260 270

実施回数 104 179 186 201

目標人数 3,600 3,600 3,600 3,700

参加人数 768 1,269 と,413 1,984

(中 央図書館 )

指標 本の展示件数

(中 央図書館 )

・ I教 育支援教雀 !クとH4i徒 に学ぶ場・心のⅢⅢ場所 を提供 して、 …人ひ とりの失低に応 じた相 IⅢ淡・指導・ 助言をそ1
い、子どもたちの学校復 )書ヤを応援する教 4。 市内には中央教‡ ぐ樹山)、 W教 生 (脚 束 )、 前教整 (Hl宇 )、 北分
主 (美 相1)が あ ります。

-10-

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

日 標 380 380 380 385

実  績 427 467 397 420



縮 t)章  第 lll,次 市1'llli期 榊1に おける取イll・ l】党果

(61予 どもの読善に関す る講座 ビ研修会 H連絡会の実施
・ お はな し会ボランテ ィアの製成 とスキル ア ップのための講座 をそれぞれ定期的に

開催 しま した。

(7)子 どもの説書活動に関する啓発活動
。 「英語でおはな し会 Jや 「愛休み こども司書体験講座」、「こども点宇教笙」等、小
学生向けの講座を毎年開催 しま した。

・ 「こどもの読書週間」や 「読書週間」に合わせて子 ども向けのィベ ン トを実施 しま
した。

(8)自 動寧図審館の巡園

・ 幼稚園 (1園 )・ 保育所等 (4図 )・ 月ヽ学校 (26校 )を含む 48ス テーションヘの巡
回を実施 し、貸出冊数は日標を達成 しま した。

指標 幼稚園・保育所等・小学校への巡回回数、貸出冊数
牛|:茂 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目標回数 725 725 725 725

実施回数 597 620 658 658

目標冊数 61,000 61,000 62,000 62,000

実績冊数 64,814 66,138 73,556 66,681

(中 央図書館 )

(9'乳幼児へのサィビス

・ 乳幼児対象のおはなし会を定期的に実施 しました。
・ 中央図書館では、毎月第 2・ 第 4木 H程 日の 10時 から 12時までを「乳幼児の日本2」

とし、おはなし会やわ らべ うた等の乳幼児向けの行事を開催 しま した。

10ブ ックスター ト事業の実施                   ,
・ 関係各課と連携 し、ブックスター ト事業を継統実施 しました。

' 岩国市保健センタTの 1歳 6か月児健診会場において、乳幼児 と保護者一組一組
に、絵本・バ ング・おすすめブックリス ト・子育て支援情報等を提供 しました。

革2平
L幼 児 の 口 :ユ丸子連れで気 1軽 に利

'11で

きるよう、平成 17ηi 10)1か ら中央図薔館に猜いて設けてい司ミす。現稔iは 、

第 2・ 第 4木聰 ‖の 10100～ 12:001こ 実施。 「ちいさい半のためのお燃な し会 Jや Fゎ らべ うたとなどの乳幼児 I向 け
行町争や 、他の利ナ11者 に

'll解

を促す )lrll知 を行 つていよす。

…
11…



第 3章  第四次蘊・懸期 llllに おとする取組・ 成果

韓1'中高生へのサービス
a 中央図善会富ヤングアダル トコー Wオー報にて新 f懇 本の紹介掲示を行いま した。

図議館 ホームページ上、テ ィー ンのページ章こて、E停 高生向けの図議鑢サィ ビス案ブヽ4

を実施 (新機案内含む)し ま した。
磯場体験学習の受入をしま した。

教育セ ンターヘ団体貸出を定メ胡的に実施 しま した。

高校生によるおすすめ本の農示 コーサーを設置 しま した。

箪勢 障がいのある子どもたちへのサービス

: 市アヽB待ダサll支 援学級の施設見学 。おはな し会を実知 しま
した。

・ 布絵本・点字浄示ふ本の貸出しや、ボランティアによる布
絵本の修理、新規製作を行いま した。

 ヽ 児麓 LLプ ック・|コ ーナーを設麓 しました。

争誹 外国語のサエどス

・ 洋蕃絵本の書l露 を縫捕し、外国謡絵本の充実に努めました。 本の議線 ぶンスキー
tttB如 眸 マスコツト■学夢ク

'一
〉

$0広報 ,活動 儀構報提供
。 「こどもとしょかんだより」での図書に関する情報提供の他、「新一年生にすすめ
る本そのむ」、「夏体みに読んでみましようと、「おすすめ絵本 1～ 3才 向け 2022

故訂版」〈ア)な どのプックジス トを作成・配布 し、本を農示 しました。

・ 図馨館ホームページの 手こどものページ」「こどもの読警活動支援ページ」「ティ
ーンズのページどに、図書館サービスや行事の案内、プックジス ト、ヤングアダ

ル ト新千1案内を李,島載 しました。

・ 広報掲裁件数は熙標に届かなかったが、岩圏市隧馨館マスコットキャラクター『ホ
ンスキー:を活ヂ穏したイベン トなどを実施 しました。

指標  図書館について (″)鶴載媒体件数
年  度 R2年度 Re年度 R4年度 R5年度

目 標 260 260 270 270

実  績 95 144 158 167

(中 央図書館 )

※鮮,一 媒体でも行事が速えば行事数でカウン トし、園…待率でも媒体が逮えば媒体数でカウントっ

ヤングアダル トコーサー 子主によつ代の議者あるいは森1用 者を、児董 と成 人の中留翻た位置 し独斡の膏と態を要する

熱1用 者層 とし、この年齢罵に向けた本を集めた斡設 コーサー。
Hれ Lプ ック :知 的藤憲審等がある子 どもで竜)誼 めるようゝや さしくわか りやす く書かれた本。

-12-



第 3革  第 l'll次 言1・ 画期 lillに おける収イli・ 成果

6 連携 のための取組・成 果  【各課】

(1)小学校 J中 学校「高校 図書館部会 と学校教育課、市図奉館を交 えた連絡会 日研

修等 を実施 し、相瓦の情報交換 と技術向上を図 ります。

学校 図書館部会主催の研修会へ市図書館職員が参力Hし 、情報交換を しま した。

学校教育課主催の学校 司書研修会において、市図書館職員が参加 しま した。 (令 和

4年度は講師 )

121市 図書館は、学校に対 し、図書館見学 と体験学習を受け入れ、廃棄図書のれ慣布、

総合的学習 a読書活動・学校園書館で解決緊難なレフアレンス
Ⅲ:に ついて支援しま

す 。

岩錮帯f図 書館サー ビスハ ン ドブ ックを発行・配布 し、図書館見学・体験学習の受

け入れ、廃棄図書の頒布、調べ学習資料の貸出提供を実施 しま した。   |
廃棄図害の頒布は、従来の幼稚園・保育所・小学校 t放課後児童教室に力Rえ 、障害

児通所支援事業所
中2に も実施しました。

(3〕 ブックスター ト事業等、発達段階に応じた読審活動について、関係各課による情

報共有と連携協力のネットワークを確立します。

関係各課が連携 し、プ ックスター ト事業を継統実施 しま した。

(41子 どもの読善活動に関わる様々な行事や、研修会等の共同開催を検討します。

各課の読書活藤デJに 関す る取組 を紹介する「子どもの読書活動雑進ウェブギャラリ

ー」を図書館ホームページに公開しました。

(5)子 どもの読審活動に関わるボランティア缶民間団体 "書店・PTA等 との協働を図 り、

協力体制を強化 していきます。

市図書館発行のブ ック リス トを市内書店で配布 しました。

-13-



第 3輩  第 llH次 語1・ mT期 間における取刑1・ 成果

16)子 どもの議審活動に関わるすべての関係機関「関係団体が読書活動の推進 を図 り、

情報を共有するためのネッ トワークづ くりに取 り組み ます。

「母子モυいわくに
*3(こ ども家庭課配信 )」 へおはなし会等のお知 らせ等を掲載 し

ました。

「いわくにつこ」ヘイベン トのお知らせ等のほか、毎号図書館司書のおすすめ本

を掲載 しました。

ブ ックスター ト事業運営協議会を開催 しました。 (令和 2年度、令和 3年度はコロ

ナ禍により中止 )

子どもの読書活動推進計画検証会議を開催 しました。 (令和 2年度はコロナ禍によ

り中止)関係各課が集まり、計画の実施状況について報告、検証 し、子どもの読

書活動推進に関する情報交換を行いました。

工1レ ファレンス :資 料和1談 、参考削益、満響案内箸。資料や梢報を求めている利用考に対 して、採1審館負が当

該資料や陣I答 となる情報又は伴F報 源 を提本又は提供すること。またそれに関わる業務をレィァレンスサー ビ

スといい ます。
2ヽ障
省児過所支援事業所 :児 滋福祉法に規定 され ているもので 18歳 未満の障害夕との居宅4i活 を遜所によ り文桜

し kヽす 。 岩田市内に 1よ 、児監発達支援、放靱後筆デイサー ビス、保育所等肪騨
`支

援 を行 う11手 業,fが あ ります。
中
“I導 子
モυいわ くに :ス ‐ギー トフォンやタル ッ ト端末、パ ソコンに対応 したイ・育て文援アプ リ。市が配信す

るyL幼 児仕l診 や十育てイベン ト箸の構報を受け取れるほか、予防桜租管理等の機能 もあります。

-14-



第 4単  第■次剖‐nfの 内容

第 4章  第五次計画の内容

1 岩国市の現状と課題、日標 と方策

佃)家庭・地域における子どもの読書活議)Jの推進
と生涯学習課 。こども家庭課 ◆保育幼稚園課・中央図書館 I

子 どもの読書習1険は日常の生活を通 じて形成 されるものであり、読普が生活の中

に位置付けられ継統 して行われる必要があります。

まず、保護者が配慮 ↓率先 して子どもの読菩活動の機会を充実させるとと )ヽに 、

読善活動の習
J慣化に積極的な役割を果た していくことが肝要です。そのために、家

庭においては、読み聞かせをした り子どもと一緒に本を読んだり図書館に出向いた

りするなど、子どもが読審に親 しむきつかけの手失や読書への】・弦上味や関心が高まる

よう、保護者の読書活動に対する理解のイ足‐進が重要です。また、就寝前の絵本の説

み聞かせや児童・生徒 とともに保護者も読書の時間を設けること等、家庭で読善括

動を実践 していくための啓発活動や情報提供を行います。

地域においては、子育て支援拠点である地域子育て支援センターや、住民にと″ぅ

て身近な社会教育施設である公民館等で、子どもの読書活動を進めるための様々な

事業が行われています。また、子育てサークル、放課後子供教室、放課後児童ノ子女室

等子育て関係団体や事業においても、子 どもの読書活動を進めるための環覚が整え

られつつあり、引き続き、家庭や地域の関係団体等との連携により、子どもの読書

活動が一層推進 されるよう努めます。

【 岩国市の現状 と課題  】
家庭 での読馨活動の推進のためには、幼児期か らの絵本の読み聞かせ等親子で読

書を楽 しむ ことが大変重要です。本市では、 1歳 6か月児健診の機会 を利用 してブ

ックス ター ト事業を行い、読書に親 しむきつかけづ くりに取 り組 んでいます。

地域 においても、子育て支援セ ンターや公民館等の施設で、子 どもの読書活動の

推避に関す る事業を行政や民間の関係団体等で実施 しているはか、ボランテ ィアの

運営に よる 2つの地域文庫 と 2つ の私設文庫 (家庭文庫 )で 、本の貸出 しやおはな

し会等 の地道な活動が続 け られています。
Υィジ〕い時期か ら読書習

Jl賞 を身に付 けるためには、保護者に対 しての意識啓発が重要

です。そのため、こどt)家庭豫 t供育ギユヅ」稚 lttl課 、教育センター、生涯学習課、と‐倖央
図書館 等、関係都署が連携 しなが ら保護者に読み聞かせの楽 しさや読書の大切 さを

伝 える取組が必要です。

さらに、行政 と地域の関係団体等が連携 し、様々な場所で気韓 に子 どもの読書活

動を進 めていけるよ う、各地域 におけるハー ド・ノフ ト両面での環境整備や広報活

動の充実を図つてい く必要があ ります。

-15…



節 4奪  第五次計画の内容

【 目 標 I

③ 家庭における誘議習竣の形成

② よ趣蛾における読警活動の推進

【 方 策 】

O家 庭での読書活動の実議           〔生糠学習重課〕〔中央躍書館〕

子どもに議審活動の築しさや、読書にようてもたら̀さ れる盤かな心を育む時

闘を家庭で分かち合うことを大切にします。ブックスター ト事業など様々な機

会を通じ、保護者自身が読善に親しみtその楽しさを伝えたり、家族が一緒に

本を錢む景寺間をつくつたりするような呼びかけを行います。

また、子育て学習会を通じて、保護者が子どもの読警の暮びと必要性を感じ、

読善碧慣を身につけることができるような啓発を行うことによつて、家庭・で♂)

読書活動を提します。 :

プッタスター トパ ック プックスタ‐ 卜での読み留尋かせの様子

② 読書活動に関する情報提供と理解の提進

ここども家l建課〕〔保育幼稚園課〕〔生涯学習課〕〔中央図書館ユ

保護者に、読議の重要性を認識し、理解オど深めてもらうとともに、子どもの

議審活動を推進していくための構幸殿提供を、「いわくにつこ」等、各種♂)お宍擬ら

せやインタ▼ネット等を通じて行うほか、地域子育て支援センター等子育てに

関係する機関と連携して、議聾活動の重要性を啓発し、読審活動への理機事を健

します。

また、啜彗央図馨裁密で、毎月 2翻設けている「乳幼児の日Jとま、1親子で気兼ね

なく奉ll用 できる機会であり、この回の周矢母について連携して努めます。

籍標  「いわ くにつことにおける関連記襲の取扱数

年 1度 |1現状 (R5) 金7年:慶
―
ミ3挙度 庶9年度 R10年度 R ll年度

露 標
|

6 6 6 6 6 6

‐ 16-
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第 4慕  第五次計画の凸容

③ 統み溺覇かせ等の統書活動の充実

〔こども家庭
彗課】〔f暴 育幼稚園課〕〔生涯学習課〕

'也

域子育て支援セ ンターや公最館等の施設において、学校等で活動 している民

聞読馨ボランテ ィア団体等による読み聞かせ、議みあいやおはな し会等の活動 を

支援す ることにより、地域における読書活動を推進 していきます。また、子脊で

中の親子等が よく利用す る施設等に児麓図書を備 え付 け、あらゆる機会を利デlユ し

て読み聞かせ等ができる繋と覚整備 に努めます。

指標  地域予育て支援センターにおける絵本の読み聞かせ、おはな し会等の活重
'J

年   度 現状 (Rも ) R″ 年度 R18年 1度 |

R9年度 R10年度 Rl.1年度

関標 回数 199 350 350 860 360 370

参加人数 7,948 16,500 と0,500 16,600 16,600 16;700

(こ ども家庭課 ,保育幼雑熙諜 )

④ 子育てサークル等の取組の提迭

〔イ暴育幼韓園課〕〔生遼学習諜〕〔中央図聾会富〕

関係機関が連携 して、プックジス トやイベン トサl曽報等の提供や啓華岳活動を通 じ、

子育て関係サークル|、 放課後子供数室、放諜後児童救塞で、おはなし会等の譲

善平吾動が推進 されるようイ是します。

おはなじ会

-17-



第 4単  第■次計 i耐「の内祭

121幼 稚園・保育所等における子どもの読書活動の推進

【保育ギ必ノJ雑園課・学校教育課】

幼稚園教育要領 (平成 29年文都科学省告示第 62号 )や保育所保育指針 (平成 29

年厚生労働省告示第 117号 )では、「絵本や物語などに親 しみ、興味をもつて聞き、

想像をする楽 しさを味わ う。」とい う内容が示されています。

また、子どもの読書習慣の形成には、平L幼 児期における絵本や物語に親 しむ活動の

充実と、そのための環境整備が非常に重要です。
Υユカ稚園教諭・保育士及び友達とのコミュニケーションや遊びの中で、本と出会 う機

会を作ることによつて、本への興味を引き出すことができます。特に保育の場では仲

闘とともにおはな しの世界を楽しむ体験には、家摩での一対―の読みあいとは異なる

価値があり、子 どもの心の成長にとつて貴重なものです。

そこで、幼雑園・保育所等においては、未就園児も対象に入れ、乳助児翔1か ら本 と

触れ合 うきつかけづくり等の取組の充実を図 ります。

【 岩国市の現状と課題 】
昨今の電子機器の普及により、家庭では乳幼児でも容易に電子機器を扱える巽

境が身近にある中で、幼稚園・保育所等では乳幼児期における絵本の読み話 りの

重要性が十分認識され、日常的に絵本や紙芝居等のおはなし会が行われています。

また、園からの絵本の紹介等読書に刈・する関心を高めてもらうために、保護者

に向けての啓発も行つていますが、まだ十分には絵本に対する重要性や楽 しさを

知 らせることはで`きていません。保護者の絵本に対する意識や知識を高め、一緒

に読書を楽 しむことの重要性を知 らせる手段を検討する必要があります。

日常の園での生活、行事や遊びの中に絵本を取り入れる五失をして本の面白さ、

楽 しさを実感できるような環境を整えていく取組が大切です。そのために、幼稚

園教諭・保育士が研修等に参加 して技能を高めるような駁組をしていく必要があ

ります。

【 日 標 】

① 幼稚園・イ果育所等での本とふれあうきつかけづくり
② 幼稚園教諭・保育上の積極的な研修への参力H
③ 読書の重要性について家庭への理解の促進

【 方 策 】

① 幼稚園 い保育所等でのおはなし会活動の充実 〔保育幼稚園課〕〔学校教育課ユ
日々のおはなし会を通じて、子どもが読馨の楽しさと出会うきつかけづくり

を促進します。発達段階や障がいのある子どもの状況に応じた図書の充実を図

るとともに、子どもたちが落ち着いて本に触れることができるようなスペース

が確保できるよう促します。

… 18-



第 4章  第I次 岳}山,の 内容

② 幼稚臨教諭 H保育士の研修への積極的な参加
〔保背幼稚園課〕〔学校教育課〕

職員研修の場へ積極的な参加に努めます。

指標 幼稚園における研修回数 (幼稚園関係研修・囲内研修等延べ人数)
年  度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 Rll年度

目 標 数 14 22 22 28 23 24

参加人数 101 140 140 150 150 160

(保育幼稚図課・学校教育課 )、

指標 保育所等における研修回靭 (保育士会・白→i棚1修 l囲 内研修等延べ人数)
年  度 現状 (R5) R7年 度 R8年度 R9寃i度 R10年度 Rll年 度

目標 教 17 40 41 41 42 42

参加人数 102 β00 210 210 220 230

(保育幼稚図課 )

③ 保護者に向けた啓発活動の充実  〔保育幼稚園課〕〔学校教育課〕
乳幼児期から絵本や物語に親しむことの大切さを理解し、関心を高めるため、

絵本の紹介 L絵本の貸出し'お はなし会の開催・子育て支援教室の開催 。参観

口・隠だよりを通じで情報提供を行うなど、家庭における読み聞かせの実践に

役立つような保護驚向けの啓発活動を進めます。

指標  園だよ り等による情報提供  発行回数 (鰐耐だより・クラスだより。OO通信等)
午 度 現状 (R5) R7年度 R8年 度 R9年度 R10年 度 Rll年 度

日楔数 (幼稚固 ) 84 85 90 95 100 105

H標 数 (保 育所等 ) 103 1 1 0 115 120 125 130

(保育幼稚園課 ◆学校教育課 )

指標 保護者向け啓発活動 実施回数 (oo赦の会・OO支 援教
“

等)

(保育幼稚園課・学校教育課 )

※令れ15午皮 りJ射F州 21日1う ち認定工些へx115+湘  保脊所 32所

キ
誌定 二ども耐 :供 育pF及 び幼雑側における小学校就学前の子どもに対す る保育及び教育並びに保護鷲に対する予

育て支援 の総合的な提供 を行 う施設で、都道府県知事が条 llillに 基づき認定 します。親が働いている 。いないにかか

わ らず利サ11で きる純設です。

年 度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 Rll年 度

H桜数 (イュプJ利1囲 ) 42 45 50 55 60 65

日標独 (保 育所等 ) 64 86 90 95 100 105

… 19中



第 4輩  第五次計画の内容

131学 校 におけ る子 どもの読馨橋動の推進 I学校教育課 ,中 央図善食富】

子 どもが生涯にわたつて畿警に親 しみ、読壽 を統 しむ習横を形成 していく上で、

学校 はかけがえのない大きな役害1を 担つています。

「学校教育法」 (綴g不露22年法律第 26号 )に おいては、義務教育 として行われ る普

通教育のすつ として 「読書に親 しませ、生活に必要な国語を正 しく理解 し、使

"11する基礎的な能力を養 うこと」(第 2と 条第 5号 )が規定 されています。また、小学校、

中学校 、高校及び 4等男ll支援学校の学習指導要観 においても、富謡活動を充実するこ

とや、学校図善館を計画的に癬1用 しその機能の活用を図 り、児童生徒の 自主的、 自

発的な読議活動を充実‐す るとともに、地域の隠蕃鮪等のγ舌用を穣任速的に隠 り、資料

を活用 した 'l青報の収集活用等の学習活動を充実す ることとされています。

県においては、「曲口県子 ども読善活動推進計画 (第 5次 計画)1で 、子 どもの自

主的な読善活動 を推進す るためには、家庭、規亀域、学校等が連携 した社会総がか り

による翼文縫が重要とされてお り、教育委員会のみな らず福祉都局等が連携すること

に加 え、学校 、図書食営、民関団体、民 F市司企 _業等、関係者の連携、協力によつて横鱗

的な取縦が行 われ /i〉 ような体制整備 を図ることが求められます。

轡に、デ ジタル社会に対応 した読書環ナ覚や参様な子 どもの読善活動 を推進す るた

め、学校図審館伊機電、図
‐‐欝館伊碑電のみならず、学校図警館・ 市図書後官F露鷺の連携・ yデザカ体

制を強化することが極めて重要となります。例えば、岩国市電子躍書館の IDや パス

ワー ドを一播発行 して、各学校の学習活動のほか、長期体美期 F厨弩中の児董生徒や感

染症や災害発生などく7)非 常時に登校できない兇董生徒の自宅学習などを効果的に行

えるよ うにする取組禁ギを不費範的に雑進 していきます。

鶏圏講電子凶韓篤の漸ナ円を提すちらし (令れと5年 皮 )
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第 4離  第二次計側の 1持 容

【岩国市の現状 と課題  】
子 どものよ りよい談書習 tttiづ くりのために、小 学中学校においでは、全校、学

等、学級等において、一斉での読善時間を設 けた り、各教科等の撃習において、

学校図書食富の資料等を活用 した調べ学習を取 り入れた りするなど、学校の教育活

動全体を通 して、子 どもが本や図書館に親 じむ機会を増やす取継 を進めてきまし

た。 また、学校園蕃館への新聞の整僑 についても徐々に広がってきてお り、
イ
より

幅広い資料活用 が可能になってきま した。

特別支援学級 における読馨指導 についても、児童生徒の実態に応 じた選馨や、

読み聞かせ、就書指導が行われています。

小・ 中学校教職員の研修組織である岩国市・和本露丁教育霧究会の学校図聾館都

会において も、読議感想支・感想爾 コンクールの開催挙ギの活動を通 して、譲書活

籠ジどの藩発 に努 めています。

このよ うな、諸活動を通 して、主体的に読書に取 り組み、よ りよい読馨習 `l愛 の

形成 を図 るための読書指導に努めているところですが、子 どもたちの不統率の審1

合は年齢 を重ね るにつれて顕著 となつてお ります。

Qあ なたは 1趨闘のうち〔どのくらい本を読みますか ?(期読、授業で読む本はのでく)

く小学生 > 入 )

善=2年

3,4年

霊1、 1まぽ毎 E毒読む  銀23～ 5憲樹議む

霞41まとんど読まない籟S、 そのl建

3ヽ奪 ～2日誘な

墨6無園答

… 21-

5.6年112年 3!4年
1,1よぽ毎日読む 309 260 282

2.3～ 5回読む 230 207 239

3.1～ 2隠読む 234 298 364

5944.4よとんど震売まない 335 357

る。その他 8 21 19

6.無回答 1 O 0

114951,117 1,133

30%

22銘 13路 329な

4鶴S,6年



中学生計 盛校生計

iほぼ毎日読む 336 97

2.3～ 5日読む 319 79

3.1～ 2日議む 404 170

4.ほとんど議まない 11048 669

65.その他 22

2,129 941

第 4華  欝五次話繭iの ぬ容

<中蔑生> 入

※「その他どの偽訳

全く読まない、読みたい本があつた

ときに読む、1か月に1圃読むかどう

か など

中学生

蔑校生

爵種,1ま ぼ鐸爾議む  磯23～ 5霞ユ議む

協4'談とんど議まない麟も その他

議3.1～ 2篠ヨ議む

令不自6年 9月 上′臓ηから中旬に、市内の小学生、中高生げ)読馨習慣を調査 したと

ころ、Fほぼ毎 霞譲むこの割合が、小学生低学年では 28%と 約 4人 に 1人 で したが、

中学生では 16°/。 と約 6人に 1人 となり、高校生では 11%と 約 10人 に 1人 と大 ll機
~

に減少 しています。一方で、「ほとんど議まない」の割合は、小学生低学年で lま 30%

と約 3人 に 1人 でしたが(中 学生では 49%と 約 2人 に 1人 とな り、高校生では 6と°/O

と過半数を超えるようになつています。

このように、子どもたちの不読率の低減に向けての取経が急務 となつている現

状において、子どもの観点に立った読書活動の推進が求められています。

そこで、小学生、中高生の図書入手経路や読馨傾向を調査 しく分析 したところ、

小学生では
'家
や繊室にある本を読む」が過半数を占め、次いで r学校の図書室

に行 く」が約 4人 に 1人 となつております。つまり 70%以上の小学生が、家庭 と

学校で読む本を手にしてお り、身近Ⅲ本のある環境を整備する重要性が要ジ尋らかで

す。

特に学校図書館の図書整備に努めていくことが必要と考えられます。学校園馨

館は、学校イこおいて欠くことのできない基礎的な設織ですが、子 どもたちの懲歯

な読善活動や読書指導の場である :読審センター」としての機能は元より、「学習

センター」や 「構幸灘センター」の 3つ の機能を強化するために、今後も魅力ある

学校図馨会宮づ くりの一層の推進を図る必要があります。そのためには、司書教諭
↓I

の夢登令を健進するともに、研修機会を充実させ、質的な向上を躍つていくことも

重要にな ります゛

専1司 審教諭 :学校図書無携に
'£

定 された、司密教諭♂)資 絡 を持つ教諭です。校内においで、学校鐵驀鰈の

機能を敷育課ふ豊に位置付 ける中核的役割 を絶います奪

- 22 -
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1.2纂 8.4年 5,6年
1.家や数室にある本を読む es9 sa9 7鶴

2.学校の図書室に行く lS7 296 348

3.近くの国書館に行く 430 奪27 123

4,友だちにかりる 31 9 13

5,買うも買ってもらう 65 29 80

6,スマ本やタブレットで読む 73 54 161

7,その他 12 34 37

3 08.無回答 0

1,162 帝,137 4,530

第 4薄  籍五次計観て″〉内容

Q本 を読みたい とき、 どのように入手することが多いですか ?

く小学生>※複数園答あり

1.2年

S,4等

616年

重1 家や数室にある本を議む 車2学校の園議蜜1こ行く
E4衰 だち

'こ

んヽりる     襲6買う、買ってもらう
■7その他        B8熱 鶴答

鐵3.近くの熙藝鎌 |こ待く

驚6.スマホやタブレットで読む

く中高生>

中学生

議被生

(入 )

Bl、 家や数室に茂―る本を談む 。2`等検の霞l審室に行く

44友 だちに為ヽりる     機う 買う、甍つてもらう
,7そ び,他

|'その他」の内買R

i饒まない、読みないと思わない
:など          ,

嬢3 遼くの国善篤1こで予く

罐6スマ本やタブレットで議む

34づ銘 14路

与2% をS,ヽ

う0% ,3祐 ■ 霊表プ褒■

中学生計 蔑按生幹

1.家や数窒にある本を読む 616 lS2

2.学校の圏盛窒に行く 213 76

3,近くの園書館に行く 187 63

4.友だちにかりる 36 18

5.買う、買つてもらう 770 398

6.スマホやタプレットで読む 273 201

7,その他 34 4

21129 911

29携 alう路

生ユタを 8,1
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も.6年1.2年 3,4年
979 1,2184.紙の本を置腕む方が多い 1,108

2 464 2772.スマホやタプレットで読む方が多い
7 O O3,無国答
奪】133 1=49511117

第 4華  第五次計麟の内容

‐  o統 審の傾 向を教えて くだ さい。

<小学生 >

1.2年

314年

IS,6年

■1紙の本を読むことが多い。 凛2.スマ本やタブレットで読むことが多い。 藝3.無団答

く中高生>

中学生

蕊被生

薔1.紙の本を読む方が多い  ■2.スマ本や字ブレットで畿む方が多い

中学生になると、「家や教室にある本を読むとが 29%、 「学校の図書室に行くJ

が 10%と l減少し、高校生では「家や教室にある本を読む」が と7%、 「学校の熙警

塞に行く」が 3。/Oと なります。それに姑して
'曽

力醸しているのは、「買う、翼つても

らうどと rス マホやタブレントで議むどの書ll合です。「買う、買うてもらうとが申

学生では 36%、 高校後では 44%、 rス マホやタブレプトで読む」が中学生では 13%、

高校生では 22%'こ なります。

99勇

14争と861を

S生↑4 ,争

“

準学生雷十 高検生計

1,a43 5961.紙の本を読む方が多い
434 3462:スマホやタブレットで読む方が多い

91421129

,3挑77,お

3と発65X

- 24 -



第 4増  第止次計画の内外

このスマホや タブ レッ トで読等をす る傾 向は、年齢 とともに増加 し、小学,生低

学年では 99%が 「紙 の本を読む方が多い Jと の回答ですが、中学生になると 23%
が rス マホや タブ レン トで読む方が多い」 とな り、高校生になると 35%に まで増
加 し、約 3人 に 1人 が紙媒体より電子媒体 で読む方が多 くなつているのが実態で
―
l~。

こうした結果か ら、中学生以降では、読みたい本を買つて読む とい う主体的な

行動が顕著になうてきてお り、読書傾 i向 においては 「自ら選ぶ こと」に重 きが置

かれ、かう電子媒体の手軽 さを好む とい う中高生の姿が鮮明 となつています。中

高生の不読率の低減に向けては、身近に本 のある蛛境 を猶備す るiだけでは十分で

はなく、主体的な読み手のエーズを的確 に把握 して応 じてい くことや、電子書籍

を充実 させてい くことなどを重点的に行 つてい く必要があ ります。

【 日 標 】

① 読書活動 。学習活動の充実
② 学校図書館蔵善の充実
③ 魅力ある学校図書館の運営
④ 市図書館、地域との連携

【 方 策 】

① 読書活動の充実  〔学校教育課〕
学校図書館を計画的に利用 し、そσ)機能の活用を図 り、子 どもたちの主体的・

対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めます。

自主的、 自発的な学響活動の充実

指標  学校図書館 を活用 した授業改善実施公立小 ,中 学校数
年■度 現状 (R5) R7年度 | R8年度 R9年度 R10年度 Rll年 度
日 標 42 42 42 42 42 42

(学校教育課 )

② 学校図書館蔵書の充実  〔学校教育課〕
児童生徒自らの学びを進める場として、また、学習情報センターとして、学校

図書館の機能を十分発揮することができるよう、図書の整備を図ります。

学校図書館蔵書の充実

指標 学校図書館図書標準を満たした公立小・中学校数
年 ■度 現】犬 (R3)1 R7年度 R8年度 R9年度 R10年 度 RH年 度
日 探 43 42 42 42 42 42

… 25 -

(学校教育課 )



第 4章  第五次計画の内容

③ 魅力ある学校田書館の運営  〔学校教育課〕
子どもたちが思わず立ち寄 りたい、利用 したいと思える学校図書館の運営を日

補 します。

児童生徒の興味関心を高める学校図普鮒の運営

指標 ニーズの把擁や話題書ヨーナーの設置等に努めている公立小 。中学校数

1雑| 1第状i宝玉む差iヽ士れ立:1年技: 撫4:年度:= IROI年寮■無10年度 I ■ir準 :陵i
日 標 43 42 42 42 42 42

(学 校教育靱 )

④ 市図書館、地域 との連携  〔学校教育課〕〔中央図善館〕
「岩国市図書館サービスハン ドブック」等の活用イ足‐進を通 して、学校 と市図

書館 との緊密な連携を図 ります。また、市図書館の発行する一括 ID・ パスワー

ドを活用 し、学校における電子図書館の利用促進を図ります。

市図書館 との緊密な連携

指標  「電子区1書鮒学校連携 J lD・ パスワー ドを活用 している公立小 ,#1学校数

(学校教育腺・ 中央図書館 )

※令和 5年 度

※令和 7年 度

公立小・ 中学校数

公立小 `中 学校数

小学校 90校 、中学校 14校 、調‐44校

小学校 28校 、中学校 14校 、計 42校 (予 定 )

準 i投 現状'(R5).
1良

ヤ年度 | 一度一年も一嗅 球 9:年 i度 : R10年度 | 状11年:度 :

目 標 7 10 12 15 18 20

… 26 -



第 4荘  第五次講1・ IWの 内容

(4)市 図書館における子どもの読書精動の推進 【中央図書館 I

図書館は、子どもが自由に読書をすることを保障 し、地 l或における子どもの読書

活動推進の中核的な役害1を 担っています。図書館では、市内すべての子ど )ヽが 、読

みたい本を手に取ることができるよう、 7図 書館 l分室と自動車図書館 8台 、 2箇

所のサービスポイン ト (本館、分室、移動図書館以外で、地域の住民が等 しくサー

ビスを受けることができるように設置された場所)で 、市内企域サービスを行つて
います。市内を巡岡する従来の 2台 の大型 自動車図書館に、令和 6年度、軽 トラッ

クサイズの小型自
‐
艶)J聴図書館が加わりました。

子どもの豊かな読書体験や、継続的に読書に親 しむ機会を提供するため、施設整

備や図馨資料の充実を図 り、本選びや調べ物をサポー トする児鷺サエ ビスのための

専門的職員 (司 善)を 配置 し、読蕃推進のための催 しや広報等を行います。
また、子 どもの読善習 ll質形成に葉要な役割 を祖 う保護者のために、子どもと…緒

に、あるいは、自分 自身で、読書を楽 しむきっかけづくりに努めます。 さらに、学

校 。幼稚劇・保育所等、読審活動に関わるボランティア、関係機関等と連携を深め、

地域の読書活動の推進に努めます。

【岩国市の現状 と課題 〕

第四次計画期間は、コロナ禍に始まり、貸出 し、行事等のサー ビス縮小を余儀な

くされ、子 どもたちへの読書活動の推進が停滞する事態に直面 しました。その中で

も、感染拡大防止の対策を しながら おヽはな し会の実施、各種講演会・講座の開催、

ブックジス トの作成配布等により、子 どもたちに読審の楽 しさ、大切 さを伝えるよ

う努めました。

平成 231年 7月 に開始 したブックスター ト事業は、ボランティア けスタッ
‐
ノが一

組一組の規子に読み聞かせをしていましたが、コロナ禍で絵本等の配布のみとなり

ました。現在は、読み聞かせの再開を目指 して調整を進めているところです。今後

はそ (″)環境整備 とボランティアの養成が不可欠です。

また、図書館が行つている各種サー ビスは、「培国市図書館サービスハン ドブッ

ク」に集約 しています。このハン ドブックは、「幼稚因 ◆保宙所用」「′↓ヽ学校用」「中

学校用」「高校用Jの 4種類作成 してお り、幼稚園・保育所等への絵本の長期貸出
や学校への団体貸出を中心に、図書館の積極的利用を1足―しています。

図書館では、令和 3年 10月 に電子図書館 を開設 しました。令和 5年 4月 からは

全市小・ 中学校での活用を支援するため、学年、学級、学校単位での一梧 ID・ パ

スワー ドを付与する取組を行い、利用増加に努めています。

しか しなが ら、市内の小学生、中高生の認知度を調査 したところ、「岩国市電子

図書館 を知 らない」の割合が、小学生で約 50%、 中高生で約 60%と なり、半数近

くに認知されていないことが明らかとなっています。一方、電子区書館を利用 した

ことが 「ある」と答えた割合は、小学生高学年で 33%と なり、約 3人 に 1人 が利

用 したことがある結果 となっていますが、中学生では 13%と 激減 し、高校生では
「あるJと い う爾答者はわずか 4%と なつています。
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第 A章  第五次計顧 の内容

Q「岩隠市電子図審館」を利ガ再したことがあ りますか ?

く小学生>

将,2年

3,4年

季ェ6等

I将 ある 機2な とヽ  撻31「岩饉市電子図等鐵とを知らない E4熱 爾答

く中高生>

中学生

萬較生

歯帝 ある 機2.ない 観3「鶏醐市電子踏餞鑢」を無らない

前述 した よ うに、スマホやタブレッ トで読書をする 1峰頁向は、年齢 とともに鵜加 し、

小学生抵学年では 99°/。 が 「紙の本 を読む方が多い」 との園答ですが、中学生にな

ると 23%が 「スマ本や タブ レッ トで読む方が多いと とな り、高校生になると 85%

にまで増加 し、約 3人 に 1人 が紙嬢体 より電子嬢体で読む方が多 くなつているのが

実態です。中高生が電子媒体の手軽 さを好む傾 ,鸞鞠にあるのにもかかわ らず、電子図

- 28 -

入

1.2年 3.4年 S.6年

1.ある 216 304 496

2.ない 376 236 314

523 593 6883,「岩国市電子圏書館1穆綴らない
4.無園答 2 0 0

1,133 414964:117

21%2ア路

21%33ウ&

中学生針 盛検生計

268 4(〕1,ある
2.ない 575 330

1,286 5443.「着国市電子図穣館」移 離らない
2,129 911



第 4単  第〕i次 計 W耳 の内容

書館が利用 されない原因の一つには、調査結果が示す ように、認知度が足 りていな

い ことが挙げ られます。今後、電子図書館の認知度を上げてい くよ うな取組みが求

め られます志

それ以外 にも、中学生以降では、読みたい本 を買つて読む とい う主体的な行
‐
郵Jが

顕著にな ることか ら、電子図書館 に限 らず、利用者を増や してい くためには、読み

手のニーズを的確に把槌 して応 じていくことが重要です。

Qどのようなジャンルの図書に興味 。関心が高いですか ?

雑  誌 中学生 ファッション スポーッ コスメ アニメ

国答者数 373 216 132 76 (人 )

他 :ゲーム～漫画、音楽、芸能(アイドルなど)、 小説 など

高校生 スポーツ フアッション コスメ

回答者数 193 144 75 (人 )

他 :アニメ、ゲーム～漫画Ⅲ音楽、芸能 (アイドルなど)、 小説 など

コミック

(人 )

他 :アニメ、フテンタジ∵、ギャゲ、コメディ など

(入 )

他 :ギャダBコメディ、フアンタジーなど

壷

(人 )

他 :資格、ホラエ、マンガ など

高校生 ,lヽ説 (推理 B恋愛吟ミステリーなど) 音 楽 資格

回答者数 398 64 23 (人 )

他 :スポーツ、旅行 など

結果か ら見ると、ファッシ ョン雑誌やスポー ツ雑誌、恋愛 コミックや歴 史コミッ

ク、推理小説や恋愛小説な どを中心に、興味・関心が広がっています。 さらに自由

記入欄には、もつと読みたい本を図書館に士曽や してほ しい とい う声が多 く寄せ られ、

「日頃本 を読まないが、このアンケー トで もつ と本を読んでいろんな知識 、想像力、

発想力を伸 ば していきたい と思つた。また、この よ うなアンケー トを行つてくれ る

こ とで、よ り多 くの人が本 を読 も うとするか もと思 う」 とい う記述 もあ りま した。

図書館 に 自分たちの読みたい本が沢曲あつてほ しい、とい う子 どもたちの要望に

対 し、予算やバ ランス も考慮 しなが ら、どのよ うに定期的かつ継続的に応 えていく

のか、それが不説率の低減に向けた大きな課題 となっています。

- 29 -

中学生 恋望 歴 史 ′`トル 学園 入ポーツ 料理

回答者数 419 287 195 164 94 77

高校生 恋愛 ′ヽ 卜Jレ 学国 歴 史 スポーツ

回答者数 230 74 65 60 50

中学生 小説 (推理いな邑・ミステリーなど) 普 禁 スポーッ

団答者数 624 289 39



第 4軍  第■次計伸Iの 内容

【 目 標 】

① 子どもに本と接する機会を市内企域で等しく提供し、統諜の楽しさを伝える
② 多様性を考慮し、すべての子どもが読善に規しむための環境の整備 n充 実
③ 子どもの様々な興味や関心に応えられる図書の充実やサービスの提供
④ 電子図書館の利用促進
⑤ 子どもの読善活動に関する啓発・広報・情幸R発信の充実

【 方 策 】

① 職員体制の充実  〔中央図書館〕
中央図書館に、専任の児童サービス担当職員を継続 して配置 します。

全ての職員の研修の機会を確保 し、児童資料や読み F耳1かせ等に関する1幅広い

知識や技能を身につけるなど、児童サー ビスに係 る職員の資質の向上を図り、

子ども自身、保護者 (子 どもの読書に関わる方が、読書について相談できる

機会を増や します。

②  資料の充実  〔中央図書館〕
子どもたちの様々な興味や関心に応えられる図書を、電子善籍を含め、幅広

く選定・収集 し、 資料の充実―を図 ります。

③ 電子園書館の周知と利用増加  〔中央図書館〕
電子図善館の周知に努め、利用の増加を図ります。

指標 電子図書館の来館者数 と閲覧件数

(中 央図書館 )

※来館十数をよ鼈予図幕館にログインした人敷。 lテ翻覧件数は電 子図群館で就むボタンを事1し た件数 6

④ 児童書貸出冊数の増加  〔中央図書館〕
児童警貸出冊数の増力Hを図ります。

指標 児童審貸 出冊教

■4キ荘:: :4持 :各1療 : 4 pl年真|| 工型毒ナi葉

'4111痒

度i
来 館 者 数 45,328 50,000 51,000 52,000 53,000 54)000

閲 覧 件 数 79,297 80,000 81,000 82,000 88,000 34,000

1年二済引1筑 1状11章 Oiう●111年麟 i 4ね1単
:炭~:●
:嗽ユ年度:: 強110準慶i: IR′ lil考殻 !

目 標
|

387,109 388,000 888,000 389,000 389,000 400,000

- 30 -

(中 央区I蒋館 )



第 4章  彿工次言卜耐の内容

⑤  団体貸出制度の充実  〔中央図書館〕
学校・幼稚園 。供育所等・放課後児童教室・読み聞かせ団体 ◆放課後デイケ

ア等、児童福祉 |コ 体・子育て支援団体への団体貸出制度を充実 します。

学校向けに、子どもたちの興味や関心の高いテーマやジャンルでまとめたセ

ッ ト本を用意 し、団体貸出を促進 します。

(団 体貸 出セ ッ ト 例 )
・低学年向け―動物

・高学年向け一環境 e sDOs

20冊}

2011¶・

指標  団体貸 出セ ッ ト数
現状 (R5)i R7年度■lR・8年度 | 嗅9年度 i iR10年 度 | :Rll:年 度

目 標  数 0 5 6 7 8 9

(中 央図響館 )

⑥ 子どもと本を結ぶための活動  〔中央図書館〕
「ホンスキーJを 活用 し、小 さい頃から図書館に ll質れ親 しんでもらえ.る よう、
子ど咤ぅ向けの催 し・行事の充実に努めます。

各館でおはなし会等を定期的に行 うほか、絵本作家等外部講師による謝演

会やおはなし会を Fテ掲挫 し、本に親 しむ機会を提供 します。

農示 コーナエ等を設置 して、地域文化に関する本及び季節や話題の本を手に

取 りや―,~い ように します。

指標  おはな し会の活動回数、参加人数
現状 (R5) Rヤ 年療| R8年度Ⅲ kび

―
牢茂 R10:年度 itl l年度 '

日 標 回 数 201 205 205 210 210 210

目 標 人 数 1,984 2,000 2,000 2,050 2,050 2,050

(中 央図響館 )

指標 おはな し会以外の i子 どもと本を結ぶための取和l

(中 央図書館 )

指標 本の展示件数

-31-

年 1度 現状 (R3) R7年度
i

R3年度 | R9年度 R10年度 Rl二 年度

日 標 件 数 9 10 12 13 14

年 :度 現状 (R5) R7年:度 11 Itす年度| 49年度I: R10年度 1111′月三度

日 標 420 420 420 430 430 430

(中 央図書館 )



第 4輩  第弘次辞1画 の内容

②  子どもの統書に関する講座 :研修会 J連絡会の実施  〔中央攘善館〕
読み蘭かせボランティアの蓑成・育成を行います。

子どもの読壽に F美弩わる団体に向けた講座・研修会を定期的に欅彎r催 し、お
'ま

な

し会等の技術向上 と、衆糧識の習得を支援 します。

交流会を開催 し、意見交換・情事風交換や連携協力が進捗よう支援 します。

③  自動車囲書館の進国  【中央図書館〕
全域サービスを継綻 して行 うため、 3台 の自動車図審a官の安全運行に努めま

す。また、必要に応 じてステーションの見直 しや新規募築を行います。

③  乳幼児へのサー ビス  〔中央図書館〕
乳幼児向け行事の開イ機や、親子で気兼ねなく癬i用 できる環境整傭に努めま

す。中央図審館で、毎月 2園設けている「乳Υ工携児の 癬」を継続 して行い、周

央隠に努めます。

ちいさい子のためのおはな し会

④ ブックスタート事業の実施
〔こども家庭課〕〔保育幼雑園課〕〔生涯学習課〕〔中央図馨館,

関係各課と連携してブツクスター ト事業を継統して実施します。そのフォロ

ーアップをして、ブックスタートで本に興味を持つた子どもたちが継綻して本

に親じめるように、成長段階に応じたブックジストを発行します。健診会場に

一緒に来場 じた兄弟鎌夕末ヽに対 しても、読書活動をr是す機会 とします。

①  中高生へのサー ビス   〔中央図書館〕
子どもたちへのアンケー トを実施するなど、ニーズの把握を行 うとともに、

読みたい本を容易に探 し出せるような図書の配置に努めます。

図書館肉や圏善館ホームページ「ティーンズのページ彗等で

'青

報発信を行い、

ヤングアダル トコーナーの利 ,絹 健進に向けて PRに努めます。
職場傑験学習を積極的に受け入れ、図馨館の仕事を体験す ることで、本や図

書館に親 しんでもらえるよう努めます。

- 82 -



第 4章  第前:次 計画の内容

⑫ 多様な子 どもたちへのサー ビス   〔中央図書館〕
障がいのある子 どもたちのため、バ リアフリー絵本 (点 字絵本 ◆布絵本・

さわる絵本等 )、 LLブ ック、大活字児童書等、多様な障害に配慮 した資料の収
集・充実に努め、読善に親 しむ環境づくりを支援 します。また、ボランティア

団体による点宇絵本・布絵本の作成や修理等を進め、貸出しに努めます。

日本語を揖語としない子ど咤ぅや帰固児童等のため、読書活動を通 して母目や

日本の言語・文化を理解できるよう、資料収集に努め提供方法を正夫 モノます。

また、「英語でおはなし会」を定期的に開催 し、日本語以外を淘:語 とする予

どもたち、 日本語を持語とする子どもたち双方に、多文化・多言語におゝれる機

会を催供 します。

関係機関 との連携を深め、多様な子どもたちが気栄ねなく図書館を利用でき

るような支援等を検討 します。中央匡1書館では、「多様な子どもたちの 口」を

設けることを検討 します。

⑬ 広報活動 H情報提供  〔中央図書館〕
図書館ホームページや 「としょかんだより」、「広報いわくに J、 校務支援シ

ステム、マるコミ等を活用 し、情報提供を行います。

おすすめ本の情報提供を増や し、子 ども向けホームページの内容を充実する

等、子どもたちが読書に興味を持ち、図書館を身近に感 じてもらうための情報

発信を行 うよう努めます。

子 ども読書の 日・tか らはじまるこど )ヽの 読審遇問
キ2 等に、子 どもが読善活動

を行 う意欲が高まるよ う、普及啓発 を行います。

始裸 図書館 についての掲載媒体件数

※聞 ・媒体でも行司fが 巡えばカウン トし、 I醐 …待事でも媒体が逮 女.ば カ ウン ト。  (中 央 区1普 鮮f)

ホⅢ了・ども講替の 日 :4月 23日 。 子 どもの統 f訃活動推避に lXlす る法律 において、削民の瞬1任 広 くイ・どもの議群
活動についての関心 と理解を深めるとともに、子 と'も が積極的に読蕃活動を行 う意欲を高めるために定め ら
れ ま した。
翌 こどもの繊禅週

“

ヽ:(公社)説 審雑廷と巡動協競会が、毎年 4)刊 23Hか ら 5)112Hま でを 「こどもの読稗遡
Mi Jと 定めて、子どもの前群活動 (″)Iirl′・放 ,啓 発を図つていますぐ

33 -

:剪リエi(Rll,| 政互キ疑 | ti418 f年度|| 1再0群 :渡 | ポ1つ 4度 :|
:Rll年度

日 標 157 と60 160 170 170 170



第 4草  第五孜計題の ″ヽ孝容

2 連携のための施策

本静爾の機進に当たつては、地域社会全体で ″ヽ)取組が不可欠であ り、子 どもに関わ

る施設、団体、子どもを取 り巻 くすべての大人たちが、構報交換 ◆意見変換を密にす

ることで理典畢し、連携協力す ることが必要です。

I 善‐採―】i
家庭・地域・学校 e隠警館 。行政が連携協力し、子どもの議善嫌義の箋奪簿を図

ります。

【 オ 策 I

① 小学様 H中学校 Ⅲ薦被圏書館部会を学撲教育課、園書館を変えた違鶴会 ,研

修等を実線と、報主0構報交換と技縛腐上を園ります。

② 違携を

^ム

ーズにするため、霞書鯨サエビス肉審を網羅した r猫園市図書館

サービスハンドブック」を T幼機園を保育薪由静ュ、子小学後禽II』 i『中学校向

1す菫「高校向け」に作成し、蹴奪tます。麹書館のサービス内容は、驚に見

直じを行と`ます。

③ ブックスターⅢ事業警.鍵連縦確に蘇与猿鱗警活動についてⅢ関係各線による

惜懇―典書と連携協力めネットワータを確立します。

④ 子どもの擁書‐に閣わる様々な持事や、研修会等の共側開催を機構します。

③ 子どもの饒書着触に関わる事ランテイア・民闘駆体 菫書磨うPTA等と0協
働巷園り、協残体制を強化していきます。

③ 子どもφ議―書着勲に機わるすべての関係i機関◆関係田韓が腕書活馳0推進を

図り、構報を典宥するためのネットワークづくりに取り組みます。

鶏霞甫サー ぜスハン ドプ ンク

-84-



第 5章  計画の実現のために

本 計画に掲げられた各種施策を実現 し、すべての子 どもたちが、いつでも本や必要 な情

報を手にす ることができるよ うな環境を整備するためには、子 ど咤)に 関わるすべての大人

が協力 して取 り組む必要 があ ります。そのために、次のことを実施 します。

本計画に関わる関係団体等が、情報交換を行い、計画を有効に実現し

ていくための総合的な推進体制を整備します。

2 本計画の方策 に定めた数値 目標 をもとに、定期的に関係報
`署

が集ま り

検証 し、見直 しを行います。

3 子 どもの本や読書に関す る情報 を、広報やイ ンターネ ッ ト、ブ ック リ
ス ト等、様々な手段で発信 していきます。

4 本計画に示 した各種施策 を実現 してい くため、必要 な財政上の措置を
講ずるよ う努 めます。

1

- 35 -



資  料  編



資料編 1 子どもと読書に関するアンケー ト調査について

調査の概要

●調査の 目的

「岩国市子 どもの読壽活動推進計画 (第 二次 )」 の策定す るにあた り、子 どもの

読書活動の実態 と率直な意見を狙槌 し、今後の読菩活動推進の方策につなげるた

め。

●調査期間

令和 6年 9月 上旬か ら中旬

●調査対象

市内小学生・ 中学生・ 高校生

0調査方法
市内小学校 。中学校、高横に協力を依頼 し、Webで専用フォームからアンケー ト
に回答 してもらうか、アンケー ト用紙を駆布 し回収 した。

●回答数

小学生

中学生

高校生

3,745人

2,129人

9■ 人

計   6,785人

調査の結果 ※本アンケー トで削 う「本」には、マンガや電子譜紳も含みます。

Ql あなたの学年を教えてください。

生 (人 )

1年 584

2年 533

3年 668

4年 465

5年 740

6年 755

31745計

7481年

2年 725

3年 666

計 21129

1年 400

2年 301

3年 210

計 911

… 36 -

生



3.4年 5.6年1.2年
309 250 2821,ほぼ毎日読む
230 207 2392.8～ 5日読む

3.1～ 2日饒む 234 298 36t

4.ほとんど銃まない 33S 357 594

5,その他 8 21 19

6.無国答 1 O O

1】 117 1,1鶴 111495

Q2あなたとま1週薗のうち、どのくらい本を読みますか(朝読、緩業で読む本tまのでく)。

く小学生>

4.2年

9,4年

St 6年

轟1_I森ぽ無口銃む  B2S～ 6日読む
■4.lまと為ど読まない響S.その独

B盛 :歌ぼ毎鶴読金  彗2、 3～ S日議む
機4燎とんど銃まないB5.その1隆

※「その他Jの内駅    ‐
金く読まない、読みたい本があつた

ときに読む、1れ 月ヽに1園統むかどう
角ヽ など_          ・

議等,1～ 宏暉統載と`

鬱3.1～ 2日 読む

議6.無園答

く中高生>

中学生

中学生計 落被生針

971,Iまぼ毎霞饒む a36

792.3～ 0口 読む 319

3.1～2日読む 404 170

4.ほとんど雛まない 41儀8 SS9

22 05.そのイ毯
2,129 911

鶴校生

… 37 ヽ



1,2年 314年 5,6年
1.家や教窒にある本を読む 639 339 763

2.学校の図書室に行く 157 295 348

3.近くの圏書館に行く 130 127 128

4,友だちにかりる 31 9 13

5,買うこ買ってもらう 66 29 80

6.スマホやタブレットで読む 75 54 164

7,その1毯 12 34 37

8.無回答 3 0 O

4J462 1,137 弯i530

Q3本 を読みたいとき、どのよう億入手することが多いですか ?

<小学生>※複数回答あり

嶺 2年

G.4等

616等

<中高生>

中学生

蕊枝生

薔髯、宋や数陸億ある本を譲む 路2学校の理欝蜜に行く
a4衰 だち,こ れヽりる     醸S ,霊 うヽ 買つてもらう
轟7そのltt        B8、 無霞答

機3近くの1露購鑢1亀行く
襲6スマホやタブレットで読む

「その他どの内訳
彗読まない、読みたいと思わない

など

殿3近くの機議會窯に行く

爵6ィ スマホやタブレットで談む

(人 )

韓1 家や教室1こある本を読む B2学 綾の饉盛室に行く
B4友 だち1こかりる     機6.賀うt藁つてもらう
H'そ のl毯

之う字ム3,協

SO% 23%

中学生彗十 高校生掛

1.家や数室にある本を読む 646 雪S2

2,学校の図書室に行く 213 75

3.近くの図書館に行く 187 63

4.友だちにかりる 86 18

5.買う、買つてもらう 770 398

6.スマホやタプレットで読む 273 201

7.その学と 34 4

2,129 011

1,指 患路

- 3S …



5.6年1,2年 3.4年
979 篭】2181.森五の本を饒む方が多い 1,108

2 154 2772ュ スマホやタブレットで銃む方が多い

7 0 03.無園答
1=117 奪1133 オ.49δ

<小学生>

竜.2年

3,4筆

5,6年

く中蔑笠>

中学生

盛綾生

04読 書の傾向を教えてください。

Bl 紙の本を畿む方が多い  ●2.スマ本やタブレットで銃む方が多い

凛竜.織の本を議むことが多い。 担2,スマホやタブレットで読むことが多い。 綴3ド 熱
―
園答

991h

1■路86絲

il杯Br路

中学生書十 癌被生計

1,648 6961.紙の本を読む方が多い

2,スマ未やタプレットで饒む方が多い 481 315

2.129 91君

どS捧アア
ー
%

65路 3とH,

… 39 -



Q5『岩掛市電子園書館Jを利用したことがありますか?

く小学生>

受ゝ 2年

e,4年

510年

員1,ある B2、 ない 嚢3(苺着国市電子鶴書館1を知らない 拳4.無園答

<中高生>

学学生

薦被圭

Bl.茂〉る 42,ない 攘3.『岩国市電子醸書鑢」を実露らなしヽ

1.2奪 314年 516年
1、 ある 216 304 496

2.ない 376 236 311

3´ 手岩鐵市電子園を鑢J電鞠Iらない 523 S93 688

4.無回答 2 0 0
1=117 11133 1,495

中学生掛 蓋校生静

1.:ある 268 40

2,な とヽ 576 330

3.「着題市電子露書館J軽漁Iらない 1,286 641

名129 91電

- 40 -



Q6(小学生のみ)あなたはどんな本を読むのが好きですか。または、
ん んでみたいと思いま か (自 由

Q6(中高生のみ)どのようなジャンルの図書に興味日関心が高いですか?

【園答撫が多かつたジヤンルを被粋】

雑  誌 中学生 フアッション スポーツ 碧スメ アニメ

回答者数 378 216 132 76 (人 )

他 :ゲーム、漫画、音楽、芸能 (アイドルなど)、 小説 など

高校生 スポーツ フアッション ]スメ

国答者数 193 144 75 (人 )

他 :アニメ～ゲーム、漫画、音楽、芸能 (アイドルなど,こ 小説 など

コミック

他:アニメ、ファンタジー、ギャグ、コメディ など

(人 )

他:ギャゲHコメディ、フアンタジーなど

囲  審 中学生 小説 (推理日恋愛“ミスチリーなど) 音楽 スポーツ
回答者数 624 289 39 (人 )

,他 :資格、ホラー、マンガ など

高校生 小説 (推理・恋愛 Bミステリーなど) 音楽 費格

回答者数 398 64 23

(人 )

-41-

く■ 2年 >
こわいはなし、クイズ、めいろ、キヤラクターのほん、ものがたり、まんが、

ずかんなど

<3:4年 >
マンガ、ものがたりL小説.怖い話、囲鑑、伝記、「サバイパル」シリーズ、

「どつちがつよいJシリーズなど

くる!6年>
小説・物語 (ミステリー、冒険、恋愛など)、 マンガⅢ伝記Ⅲ歴史、動物、怖い話、

クイズ "ゲーム、7ニメのマンガや小説 など

【※回答から抜粋】

中学生 恋 愛 歴史 どヽ トテレ 学 園 スポーッ 料 理

回答者数 419 287 195 104 94 77

高校生 恋 量 ′ヽ 卜,レ 学園 歴 史 スポーツ

箇答者数 230 74 65 60 50

他 :スポーツ、旅行 など

(人 )



Q7(中高生のみ)その他、ご意見等がありましたらご自由にご記入ください。

<中学生>
。もっと、推理小説やホラーなどの本を出してほしい。
・あんまり本を読まないからわからないけど、怖い講は好き。
・アニメ系の小説をもつと取り入れてほしい。
日小説は神。
コイニシヤルdがあってほしい。
,青い鳥文庫をいつばい入れてほしい。                  `
・ゲーム系の小説が読みたい。
いずジタルになつたのは、画期的ですごいと思う。
。バスケ日本代表とかNBAの本を出してほしい。
。ブルーロックをおいてほしい。
こ私が好きなのは漫画。
。図書館にもつと漫画を置いてほしい。
日漫画を増やしてほしいです
R電子図書に労 トノベルを置いてはしい。
・電子図馨館がよくわからない。
・電子図書館は使いやすかつた。
コ美和町にフタバ図書系列の囲善館がほしい。
・家の近くに図書館みたいなのがほしい。
'文庫別、作者別の索轡|がほしい。
・本の場所がわからない。
!本の数継 やしてほしい。
・もつと本を増やしてもらい、趣昧を広1ザたい。
・読みたい雑誌が中央圏等館にないので、もつと雑誌の種類を増やしてほしい
。新しい本をどんどん入荷してほしい

おヽすすめの物語つてなんですか?できれば映画化されて有名な物語をお鰊貫いしたい。
3読書の魅力が全くわからない。
・日頃本を読まないが、このアンケートでもつと本を読んでいろんな知識、想像力、発想力を伸ばしていきたいと思つた。
また、このようなアンケートを行つてくれることで、より多くの人が本を読もうとするかもと思う。

<高機生>
tオペラが少ない。入手しにくい。1冊の値段が高い。
・ホナ 巧ヽ説で、「身の毛が立つJ本の題名にはいている本が好きなので、そういつた本が増えたらいい。
と電子図書館の本を増やしてほしい。予約や待ち時間がないように1まできなも`だろうか。
・気軽に欲しい本の位置や有無を調べられるよ引としてほしい。
・紙を無くさないではしいと
ロカフ難 撒 食ができる場所があるといいと思う。
日図書館の自習室や図書館自体を増やしてほしい。
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中央図書館 岩国市南岩国町四丁目52番 1号 鶴比31-0046

中央図書館麻里布分室 岩国市麻里布町七丁目1番 2号 TEL22-5845

岩国図書館 (臨時窓日)
岩国市岩国二T日 17番 17号
着国市西郵使局内 1階

射光41-0880

由宇図書館 岩国市由宇町中央
二丁目1番 16号 娩L63-5117

玖珂図書館 岩国市玖珂町4933番地 2 硼比82-4444

周東図書館 岩国市周東町下久原 1201番地 1 亀L84-1765

錦図書館 岩国市錦町広瀬6487番地 4 輛眈72-2246

美和図書館 岩国市美和町渋前1751番地 T,195-0005

本郷ふるさと交流館 (サービスポイント) 岩国市本郷町本郷2082番地 1 T9L75-2056

美)||コミュニティセンター (サービスポイント) 岩国市美川町匹I馬神1057番地 T=L76-021と

資料編 2  本 と出会える場所
●図書館・サービスポイント

*このほか、 3台の自動車図書館が市内全域を運行 lフています。
(中央図書館斃21ステーション、周東図書館発25ステーシコン)

●児童館、地域文庫、家庭文庫等

*地域文庫の電話はありません。中央図書館へお問い合わせください。 (TE131-0046)

0その他

※子どもたちが、地域の中で本と出会うことができる場所です。
この他、幼稚園、保育所、小学校、中学校、高等学校、放課後児童教室、教育支援教室等で日常的
に本と出会 うことができます。

玖珂こどもの館 岩国市玖珂町5380番地 絹弘82-5446

こども館 岩国市犠町工丁目6番 1号 TEL24-0888

しゅうとう児童館 岩国市周東町下久原 1169番地 1 TEE84-0112

わかば児童館 岩国市周東町上久原1075番地 2 TEI,84-4456

美チ||コミュニティセンター図書コーナ中 (美 )||コミュニティセンター内) 岩国市美川町四馬神1057番地 娩176-0211

本郷図書室 (本郷ふるさと交流館内) 岩国市本郷町本郷2082番地 1 TEL75-2056

川下くすのき文庫 (寿供用会館) 岩国市川下町一丁目1番28号

ひがし文庫 (働 く婦人の家) 岩国市昭和町一丁目12番 16号

文庫「そらいろのお うち」 岩国市尾津‖丁工丁目44番22号 (長光宅) TEL3と -0533

まつたけ文庫 岩隠1市美和I世〕
・
渋前X337将 地 (松田歯科医院) TE195-0118

岩隠市保健センター 岩国市室の木三丁目 1番 11号 れL24…3751

岩国市科学センター 岩国市麻里布町六丁目14番25号 TBし22-0122

岩国学校教育資料館 岩国市岩国三T日 1番 8号 娩141-0540
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2003(平成15白手)

2004(平成16年 )

資料編 3 子どもの読書をめぐる動き

市  内

2000(平成た2有1)

2001(平成 13角二)

2002 (平成 14′rl二 ) 文部科学省
モデル事業」

「子どもの読書活動推進
(岩国市図書館)ヽ 2oo3

国・県

子ども読書年l

「子どもの誠書活動あ雑進に関する法
律‖公布
子どもの読善活動の推進に関する基本的
な計画策定

学校図書館図蕃整備 5か年計画 (2002～
2006)

学校図書館法改正により12学級以liの学
校への司書教諭配置の義務化

山口県子ども読響活動推進計画策定

文字 e悟字文化候興法公布・施行
教育基本法改正

学校教育法等教育関連 3法改正
文部科学省「子どもの読書サポーターズ
会議」～2009
子どもの読辞活動の推進に関する基本的
な計画 (第二次計画)策定

山日県子ども読菩精動推題計画 (第 2次
計画)策定
国民説書年

図書館の設置及び運営上の望ましい基準 :
の改m二

子どもの読書活動の推進に開づ
い
る基本的

な計画 (第二次計画)策定
山口県子ども就善活動推進計画 (第 3次
計画)策定
学校区1書館法の一部を改正する法律施行

新学校図書館図書整備 5か年計画
学習指導要領等の改訂 (幼稚劇 。小学
校 。中学校)※段階をおいて実施
子どもの誂審活動の雑進に関する基本的
な計画 (第四次計画)策定
山倒県子ども読書活動推進計画 (第 4久
計画)策定

:子どもあ読菩活嚇fノ)推進に関する基本百0:な
計画 (第五次計画)策定
:山口県子ども説書活動推進計画 (第 5次

文部科学省「読審活動優秀実践図書
館」表彰 (岩国市中央図書館)
岩国市子どもの読善活動推進計画策
定
文都科学省 「生きる力をはぐくむ読
書精動推進事業J(指定校 :岩国小
学校 ◆岩国中学校)～2oo3

2005(平成17年 )
2006(平成18年 ) 岩田地区 8市打r本すヽ合併

国民文化祭やまぐち全国こどもブッ
クフェスタ (玖珂町)
文都科学省 「読善活動優秀実践図書
館」表彰 (玖珂図書館)
岩国市教育基本計画策定 (2oo7-2011)2007(｀r,戎 19勾=)

2008(平成20年 )1文都科学省 「背少年のためのオー:サー・ビジット事業」 (岩圏市図書
館 )

2009 (ヨ星ヵ児214F)|

2010(平成22年 ) 岩国市子どもの読善活動推進計画
(第二次)策定
岩国市ブックスタート事業を開始
「家読 (う ちどく)キヤンペーン」
を実施 (岩国市図書館)
岩国市教育基本計画策定 (2012-20M)

2013 (平成鉢4F)

2014(平成26年 ) 中央図書館開館20周年

岩国市子どもの読書活動推進計画
(第二次)策定
山口県立山口図書館主催 「子ども読
書ネットワークフォーラムin岩国J

露筐帯象善異栗舒舌策定 (2018-2022)

2015(平成27年 )

:2017(平成29年 )

2018(平成30年 )

12019(平成31年 )

2020 (令和 2年 ) 岩国市子どもの読書活動推進計画
(第四次)策定
碁薗襦辮 基本計画策定 Ojウ赫 あ

中央図書館開館30周年

岩国市子どもの読菩活動推進計画
(第■4)策定 |

年

年

３

４

２

２

成

成

平

平2012 (

20 (

一年
一
５一和一令

”
３
【
９
芭
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(令和 6年0242

2025(令和 74ド

- 44 -

計画)策定



資料編4 子どもの読書活動の推進に関する法律
【平成 13年 12,112日 法律第 154サ 1

(目的)

第一条 この法3とは、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共岡体
の責務等を明らかにするとともに、子どもの説善括動の推進に関する必要な事項を定めることによ

り、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もつて子どもの健やかな

成長に資することを目的とする。

(基本理念)

第二条 予ども (おおむね十ノ(歳以下の者をいう。以下同じ。)の読讐精動は、子どもが、言葉を学
び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を建かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けて

いく上で欠くことのできないものであることにかルがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆ

る場所において自主的に読普活動を行うことができるよう、積極的にそのための喋境の整備が推進

されなければならない。

(国の賀務)

第二条 国は、前条の基本理念 (以下「基本理念」という。)にのつとり、子どもの説書活動の推進
に関する施策を総合的に策定し、及び実施する費務を有する。

(地方公共同体の責務 )

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地九J友の実情を踏また、
子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。

(事業者の努力)

第五条 事業者は、その事業活動を行 うに彗たつては、基本理念にのっとり、子どもの読蕃活動が推
進されるよう、子どもの健やかな成長に資する讐籍等の提供に努めるものとする。

(保護者の役割)

第六条 父母その他の保護者は、子どもの説書活動の機会の充実及び読書活動の習‖賞化に積極的な役
割を果たすものとする。

(関係機関等との連携強化)

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよう、学
校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制の整備に努めるものと

サ
い
る。

(子ども読書活動推進基本計画)

第ノヽ条 政府は、子どもの読善活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、子ど
もの読讐括動の推進に関する基本的な計画 (以下「子ども読善イ

‐
岳動推進基本計画」という。)を策

定しなければならない。

2 政府は、子ども説書活動雑進基本計画を策定したときは、避滞なく、これを日会に報告するとと
もに、公表しなければならない。

8 前項の規定は、子ども就書活動雑進基本計画の変更について準用する。

(都道府県子ども読書活動推進計画等)

第九条 都道府県は、子ども前書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県における予
どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道膚県における子どもの読碧活動の推進に関する

施策についての計画 (以下「都道府県子ども説書活動推進言1-画」という。)を策定するよう努めな
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ければならない。                         、

2 市‖1:村は、子ども読書活動推進基本計画 (都道府県子ども読警活動推進計画が策定されていると
きは、子ども読普橋動推進基本計画及び都道府県予どミ)読碧活動推進計画)を基本とするとともに、
当該市‖「村における子どもの説審滑動の推進の状況等を踏まえ、当該中町村における子どもの読群

活動の推進に関する施策についての計画 (以下「市町村子ども読審緒動推進計画Jと いう。)を策
定するよう努めなければならない。
3 都道川県又は市‖J｀村は、都道府県子ども読菩活動推進計画又は市‖日Ⅲ村子ども読書活動推進計鰤を
策定したときは、これを公表しなければならない。
4 前項の規定は、都道府県子ども読群活動推進計画叉は市l【年村子ども誠書括動雑進計画の変更につ

いて準用する。

(子ども読書の日)

第十条 国民の間に広く十どもの読普活動についての関心と理解を深めるとともに、子ど )ヽが積極的
に説蕃活動を行う意欲を高めるため、子ども説群の日を設ける。

2 子ども説碧の日は、四月二十二日とすると

3 閥及び地方公共制体は、子ども読普の日の趣旨にふさわモノい事業を実施するよう努めなければな
らない。

(財政上の措置等)

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読蕃活動の雑避に関する施策を実施するため必要な財政
上の錯置その他の措慨を甜ずるよう努めるものとする。

Iイヽ子 則

この法律は、公布の日から施行する。

O 衆議院文部科学委員会における附帯決議
政府は、本法施行に当たり、次の事項について配慮すべきである。

本法は、子どもの白工的な説書活動が推進されるよう必要な施策を講じて環境を整備していくも
のであり、行政が不当に干渉することのないようにすること。

民意を反 ll共 し、子ども読等活動推進基本計画を速やかに策定し、子どもの読講活動の推進に関す

る施策の権立とその具体化に努めること。

子どもがあらゆる機会とあらゆる坊所において、本と親しみ、本を楽しむことができる珠境づく

りのため、学校図書館、公共図書館等の整備充実に努めること。

学校図書館、公共図書館等が図書を購入するに当たっては、その自主性を報重すること,

五 子どもの健やかな成長に資する書籍等については、事業者がそれぞれの自主的判断に熟づき提供
に努めるようにすること。

六 艘及び地方公共制体が実施する子ども読書の日のに取旨にふさわしい事業べの子どもの参力Hについ
ては、その自主性を尊重すること。
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資料編 5 岩国市子どもの読書活動推進計画策定のための意見を聴く会開催要綱

(趣 旨)

第 1条  この要綱は、子 どもの読書活動の推進に関する法律 (平成 13年法律第 154号 )第
9条第 2項の規定に基づき、本市における子 どもの読書活動の推進に関する施策につい

ての計画を策定 し、叉は変更するに導た り、幅広い分野の意見を聴 くため、岩国市子ど

もの読彗活動推進計画策定のための意見を聴 く会 (以下「意見を聴 く会」とい う。)を 開

催することに関 し必要な事項を定めるものとする。

(意見を聴 く事項)                          …

第 2条 意見を聴 く会において意見を聴 く事項は、次のとお りとする。
(1)岩国市子 どもの読書活動推進計画 (以下「計画」とい う。)の 策定及び変更に関す る

こと。

12}計画の点検及び評価に関すること。

(3)前 2号に掲げるもののほか、計画に関すること。

(構成 )

第 3条  意見を聴 く会は、参加者 20人以内をもつて構成す る。
2 教育委員会は、次に掲げる者のうちから、意見を聴 く会への参加を求めるものとす る。
ほ)図書館関係者
121 読書活動関係者

131 学校教育関係者

憮)子育て支援関係者
修)関係行政機関の職員
16)学識経験者

17' 前各号に掲げる若のほか、教育委員会が特に必要があると認める者

(運営)

第 4条 意見を聴く会の会議 (以下「会議」という。)は必要に応 じて開催 し、会議の進行
は中央図書館長が行 うものとする。

2 教育委員会は、必要があると認めるときは、会議に参加者以外の関係者の出席を求め、
意見なしくは説明を聴き、又は資料の提 Bヽ を求めることができる。

(庶務)

第 5条 意見を聴く会の庶務は、中央図書館において処理する。
(そ の他 )

第 6条  この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が定める。
附 則

この要綱は、今和 6年 4月 1日 から施行する。
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資料編6 岩国市子どもの読書活動推進計画策定のための意見を聴く会

(け 岩国市子どもの読書活動推進計画策定のための意見を聴く会委員名簿

修}開催状況

資料編 7 岩国市子どもの読書活動推進計画の関係部課

区   分 所属・役職等 氏   名
隠書館関係者 中央図書館 館長 山本 士子
図書館関係者 中央図書館 次長 光井 恭子
読書精動関係者 ス トー ジーテジング相相 上田 留美子
読書活動関係者 川下くすのき文庫 会長 舘 澄子
学校関係者 岩国市立小瀬ノ1ヽ学校 校長 原田 康子
学校関係者 岩国市立岩国西中学校 校長 山本 貴之
学校関係者 111日県立岩国総合高等学校 教諭 有馬 理恵子
学校関係者 山口県立岩国総合支援学校 教論 森政 友紀子
学校関係者 岩国市 PTA連合会 会長 安堂 卓也
子育て支援関係者 岩国市社会福祉協議会 由宇支翻∫長 阿部 洋二朗
関係行政機関の職員 学校教育課 指導室主任 中虜J- 1真介

関係行政機関の職員 生涯学習課 生涯学習りと長 藤中 朗子
関係行政機関の職員 こども家庭課 政策班長 村中 伸子
関係行正女構亀関の職員 保育幼稚園課 放課後保育班長 松本 敬一
関係行政をす4関の職員 教育センター 所長 植田 明男
学識経験者 岩国短期大学 中村 洋子

回 樹 程 会 議 概 要

第 1回 令和 6年 7月 26日 (金 )
四次訓
い
面に基づく実績報告 (検証 。課題)

五次計画の基本的方針案・アンケー ト案協議

第 2回 令和 6年 11月 22日 (金 )
アンケー ト結果分析
原案についての協議

第 3国 令和 7年 2月 14日 (金 ) パブジックコメントを踏まえての最終協議

都局名 課    名 電話番号 FAX番 号

福祉部
こども家庭課 (0827)29-5078 (0827)22-1261

保育幼不・監園誤 (0827)29… 5077 (0327)22-1261

教育委員会

学校教育課 (0327)29-5203 (0827)21i3456

生涯学習課 (0827)29-5210 (0327)21-3456

教育センター (0827)43-0901 (0827)43-0902

中央図書館 (0827)31-0046 (0827)32-4646
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